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平安 南 道 安 州 市 に 位置 する 南 興 青 年 化学 運 合 企業 
所 は 各種 の 化学 製品 を 生産 する 近代 的 で 総合 的 な 大 規 
模 化 学 工業 企業 < 計 め を.。 

梁 業 ( 民 、 上 素 肥 欠 ポリ エ 先 有志 、 オ ーー ロン 
ポリ 理加 ge など を 生産 よる 化学 総合 工場 を 基本 と 
し 、 居 柄 ナトリウム 工場 、 そ の 他 の 補助 部 門 の 企業 か 
に 7 ( 吉 6 。 

操業 を 開始 し た 当初 は 数 種類 の 化学 製品 を 生産 する 
に すぎ な か っ た が 、 今 は 数 百 種 の 良質 の 化学 製品 を 生産 
する 連合 企業 に 発展 し た 。 

当 企 業 は 、 生 産 の 物質 的 ・ 技 術 的 土 を 強化 し 、 
製品 の 国産 化 を 実現 する こと に 第 一 の 関心 を 払っ て 
UM レ 3 

最近 ほ は 大 規模 無煙 炭 ガ ス 化 工程 を 設け て 、 チ ュ チ 
ェ 肥 料 の 生産 に 拍 事 を か け て いる 。 

また 、 無 煙 炭 ガス 化 生 産 工程 に 必要 な ガス 清浄 工 
程 、 厚 炭 成 型 工 程 、 ガ ス 発 生 工程 、 肥 料 出 荷 場 な ど が 
完備 され た 。 

科学 者 、 技 術 者 は 、 ガ ス 発 生 工程 や アン モニ ア 生 


産 工程 な ど 工程 別 特性 に 応じ た 制御 プロ グラ ム を 開発 
する こと に よっ て 、 目 動 調節 と 乏 次 制御 、 情 報 ・ 庶 断 
シス テム 、 自 選 診 断 機能 を 備え た コン ピュ ー タ 制御 シ 
ステ ム を 確立 する と と も に 、 各 生産 工程 の 温度 、 圧 
力 、 流 量 、 準 位 な どす べ て の 指標 を リア テル タイ が で 三 
面 的 か つ 集 中 的 に 監視 、 分 析 し 、 分 散 制 御 きる よら 
Pe 

分 散 型 ユ ント ロー ル ・ シ ステ ム (DCO) が 開発 、 導 入 
され て 肥料 の 生産 で 大 き な 成 果 が 得 ら れ 、 国 の 大 化学 
生計 be ョ ルル 5 ョ se スプ を 突 彰 ML し 2 で 腰 財 
が 開か れ た 。 

また 、 ガ ス 化 1 系 列 工程 が 完成 し 、 朝 鮮 に 無尽 蔵 
な 原料 を 使い 、 電 力 を 節約 し な が ら 農 業 の 発展 と 人 
民生 活 の 向上 に 寄与 し て いる 。 


南 興 青年 化学 連合 企業 所 は 生産 を 高い 水準 で 正常 
化し な が ら 。 自力 自 強 に よっ て 設備 と 技術 を 政 善 し 、 
より 近代 的 な 製 同 生 産 工 程 を 設け る こと に よっ て 、 農 
業 、 軽 工業 を は じ め 人 民 経 済 各部 門 が 来 め る 原料 と 資 
材 を 十分 に 供給 する に 協 力 し で 時 


対外 罰 易 の 発展 に 
尽く し た 不滅 の 業績 


対外 貿易 を 発展 させ る こと は 、 国 の 経済 の 自立 性 と 威力 
を 高め 、 人 民 経 済 の 主体 化 、 近 代 化 、 科 学 化 を 促す た め の 
重要 な 要求 で ある 。 

朝鮮 の 対外 貿易 は 、 金 日 成 主席 と 金正 日 総 書 記 の 賢明 な 
指導 に よっ て 絶え ず 発展 の 道 を 歩ん で きた 。 

金 日 成 主 席 は 早く か ら 自 主 的 な 対外 祝 易 発展 の た め の 思 想 
と 理論 を 示し 、 そ の 実現 の た め の 活 動 を 賢明 に 指導 し た 。 

主 大 は 、 国 の 解放 後 、 対 外 貿 易 は 自立 的 民族 経済 を 建設 
し た 上 で 、 そ の 土台 を さら に 固め る こと に 寄与 し な けれ ば 
な ら な いと い 2 う 独創 的 な 対外 質 易 思想 と 理論 を 示 し 、 国 家 
貿易 機構 シス テム を 確立 し て 世界 各国 と 対外 貿易 関係 を 結 
Ah の 0 Y 6 。 

そし て 、 共 和 国 が 創建 され た 翌年 に 自ら 共和 国政 府 代表 
団 を 率い て ン ソ連 (当時 ) を 訪問 し 、 両 国 間 の 経済 ・ 文 化 協力 
に 関す る 協定 を 締結 し た 。 こ うし て 、 両 国 間 の 質 易 は 飛躍 
的 な 発展 を 遂げ る よう に な っ た 。 

祖国 解放 戦争 (朝鮮 戦争 ) の 時 期 (1950 年 6 月 て 1953 年 7 月 ) 
、 主 席 は 対外 賞 易 の 原則 と 輸出 源 の 問題 、 輸 出品 目 に 至る 
まで 具体 的 な 教え を 与え 、 対 外 錠 易 を 中 断 せ ず に 戦時 下 に 
即 し て 行う よう 導い た 。 こ うし て 、 検 徳 ( コ ム ド ク ) 、 興 南 
(フン ナム ) 、 陽 徳 ( ヤ ンド ク )、 文 坪 ( ム ン ピ ョ ン ) な どの 主 
要 な 鉱山 と 工業 地区 の 工場 、 企 業 が 復旧 し 、 輸 出品 の 生産 
を 高め る こと に よっ て 、 対 外 哲 易 は 祖国 解放 戦争 の 勝利 に 
も 大 きく 寄与 し た 。 

主席 は 戦後 に も 、 共 和 国 政府 が 対外 質 易 で 自主 性 を 堅持 
し 、 有 無相 通じ る 方 法 で 対外 折 易 を 発展 させ て 人 社会 主義 的 
工業 化 の 実現 に 資す る よう に し た 。 

ツ 連 、 中 国 を は じ め 社 会 主義 諸国 に 偏っ て いた 余 易 関 係 
を 中 近東 諸国 な ど 世 界 各地 に 拡大 する よう に し た 主席 の 指 
導 の 下 に 、 共 和 国 政府 は 多く の 国々 と 質 易 活動 を 活発 に 行 
うこ と に よっ て 短期 間 に 対 外 貿 易 の 多角 化 、 多 様 化 を 実現 
し 、 そ の 幅 を 広げ る と と も に 、 社 会 主義 的 工業 化 の 実現 を 
促進 し た 。 


具 、 非 鉄 金属 製品 を アジ ア や ヨー ロッ パ 、 ア フリ カ 諸 国 に 輸 
出し 、 原 油 、 生 ゴム 、 コ ー ク ス 用 炭 、 鍋 な ど を 輸入 し た 。 
信用 第 一 の 原則 を 厳守 し 、 浪 易 契 約 を し っ か り 結 ん で 和 無 
条件 に 実行 し 、 輸 出品 の 包装 を 入念 に 行い 、 納 期 を きち ん 
と 守る と と も に 、 国 際 市 場 に つい て の 研究 を 深め る よう 指 
示 し た 主 誠 は 、1990 年 代 の 新た な 環境 に 即 し て 東欧 諸国 と 
引き 続き 質 易 する 一 方 、 東 南ア ジア 諸国 と も 貿易 する よう 


の 
朝 鮭 の 対外 貿易 は 、 金 正 日 総 書 記 の 指導 の 下 に 新た な 発 
展 を 遂げ た 。 


総 書記 は 、 自 立 的 民族 経済 建設 と 対外 経済 の 相互 関係 を 分 
析 し た 上 で 対外 経済 活動 を 改善 する よう に し た 。 

総 書 記 は 1990 年 代 の 初め に 、 社 会 主義 市 場 が 無く な り 、 
アメ リカ を は じ め 帝 国 主 義 列強 の 朝鮮 に 対す る 戦争 策動 と 
経済 封鎖 が いつ に も まし て 強化 され て いる 状況 に 即 し て 、 
対外 貿易 を 発展 させ る た め の 主 動 的 な 措置 を 講じ た 。 

社会 政治 制度 は 異な っ て も 、 朝 鮮 の 自主 権 を 尊重 する すべ 
て の 国 と 対外 質 易 関係 を 発展 させ る よう に し た 総 書 記 の 賢明 
な 指導 の 下 に 、 敵 対 勢 力 の 悪 病 な 経済 封鎖 や 孤立 ・ 圧 殺人 策動 
を は ね の け て 一 般 商品 の 錦 易 だ け で な く 技 術 貿 易 、 サ ービス 
貿易 も 活発 に 行う と と も に 、 人 金融 、 通 貨 、 投 資 、 保 険 、 輸 送 
な どの 各 分 野 で 多面 に わた る 経済 関係 を 結び 、 さ ま ざ ま な 交 
流 を 行っ た 。 

また 、 科 学 技術 研究 部 門 と 石炭 、 鉄 鋼 、 非 鉄 金 属 生 産 音 
門 及 び 製 鉄 、 製 鋼 、 化 学 、 機 械 、 セ メン ト な ど 各 分 野 の 輸 
出 を 増やす と と も に 、 経 済 強 国 の 建設 に 必要 な 物資 を 円 滑 
に 解決 し た 。 

電子 工学 、 生 物 工 学 、 新 し い 材 料 工学 な ど と CNC 技 術 、 ナ 
ノ テ ク 、 遺 伝 子 転移 技術 、 宇 宙 技 術 な ど 新 し い 科 学 技術 分 
野 を 開拓 し 、 先 端 産業 の 創設 を 促す 一 方 、 こ れ に 資す る 食 
易 会 社 の 活動 に 種々 の 奨励 ・ 優 遇 措置 を と っ た 。 

こう し て 、 対 外 質 易 の 発展 に は 画 期 的 な 転換 が も た ら さ 
オ が し だ 。 

今日 、 朝 鮮 の 対外 哲 易 は 、 そ の 発展 に 尽く し た 人 金 日 成 
主席 と 金正 日 総 書記 の 不滅 の 指導 業績 を 未 長 く 輝 か せ 、 
金正 恩 和 要員 長 が 打ち 出し た 対外 経済 関係 を 発展 させ る と い 
2 路線 に 従っ て 社会 主義 経済 強国 の 建設 に 大 い に 和 寄与 し て 


この 時 期 に 、 


共和 国政 府 は 120 余 カ国 と 食 易 協定 を 結び 、 
工作 機械 を は じ め 各 種 の 機械 設備 や 鋼材 、 セ メン ト 、 電 気 問 


いる 。 


人 民 経 済 大 学 講座 長 、 教 授 、 博 士 チョ ・ チ ャ ンジ ュ ン 


贅 山 一 金剛 山国 際 観 光 地 区 


元 山 ( ウ ォ ン サン ) 一 金剛 山 ( ク ム ガ 
ン サ ン ) 国 際 観 光 地 区 は 、 世 界 的 な 観 
光 地 と し て 様変わり し て いる 元 山地 区 
と 朝鮮 の 名 山 、 金 剛 山 を は じ め 東 海岸 
一 帯 の 名 勝 へ の 国際 観光 を さら に 活性 
化す る た め の 国 家 的 措置 と し て 、2014 
年 6 月 11 日 に 最高 人 民 会 議 常 任 委員 会 
政令 第 48 号 で 定め られ た 。 

共和 国政 府 の 関心 の 下 に 開発 事業 が 
進め られ て いる この 地区 は 、 観 光 資 源 
に 恵まれ 、 強 固 な 経済 的 基盤 が ある の 
で 開発 の 展望 が 期待 され て いる 。 

元 山 一 金剛 山国 際 観 光 地 区 が 定め ら 
れ て 2 年 に し か な ら な い が 、 こ の 地区 
に 対す る 世界 各国 の 観光 客 の 関心 と 開 
発 事業 に 参加 し よう と する 投資 家 の 熱 
意 は 日 ご と に 高まっ て いる 。 

この 地区 は 朝鮮 半島 の 中 部 に 位置 
し て お り 、 江 原 ( カ ン ウ ォ ン ) 道 の 元 山 
市 、 安 辺 ( ア ン ビ ョ ン ) 郡 、 法 油 ( ポ プ 


朝鮮 の 哲 易 


トン ) 郡 、 川 内 (チョ ン ネ ) 郡 、 通 川 ( ト 
ンチ ョ ン ) 郡 、 高 山 ( コ サン ) 和 郡 、 金 剛 
郡 の 一 部 を 占め て いる 。 

まだ 、 ロ ツア の ハバ パロ ラン スク 、 ウ レッ 
ジオ スト ッ ク 、 中 国 の 北京 、 上 海 、 浴 
陽 を は じ め 人 口 が 100 万 人 以上 の 40 余 
の 都市 か ら 飛 行 機 で 3 時 間 以 内 の 有利 
な 位置 に ある 。 

自然 ・ 気 候 条 件 が 観光 に 適し て お 
り 、 特 に 世界 的 な 名 山 、 金 剛 山 が ある 
の で 国内 外 の 観光 客 の 間 で 人 気 を 博 し 
3 の 0。 

この 地区 に は 、 百 数 十 の 歴史 遺跡 と 
海辺 の 白い 砂浜 、 湖 、 鉱 泉 資 湖 な ど 数 百 
の 名 所 が あり 、 神 経 痛 、 小 ・ 大 腸炎 に 特 
効 が ある 数 百 万 トン の 泥 土 資源 も ある 。 

観光 資源 に 恵まれ て いる 元 山 一 金剛 
山地 区 の 世界 的 な 観光 需要 の 増大 は 、 
投資 家 に 利益 を も た ら す 経済 的 条件 と 
な つて いる 。 


観光 地区 に 以前 か ら 形 成 さ れ て いる 
工業 (電力 、 船 舶 、 食 品 、 製 靴 な ど ) 、 
農業 、 水 産業 、 観 光 業 、 サ ービス 業 の 
土台 と イン フラ は 、 こ の 地区 の 急速 な 
開発 を 保障 し て いる 。 

江原 道 は 早く か ら 国 際 和 観光 地 と し 
て 整備 され 、 金 剛 山 国際 観光 特区 が 10 
余年 も 運営 され て いる の で 、 こ の 地域 
の 琴 部 と 住民 は 観光 に 対す る 意識 が 高 
く 、 観 光 客 に 好意 的 で 、 サ ービス 部 門 
の 水準 も 高い 。 

疲 準 沢 ( チ ョ ンジ ュ ン テク ) 元 山 経 済 
大 学 に は 観光 部 門 の 幹部 を 枚 成す る 専 
門 学 科 が あり 、 農 業 大 学 、 水 産 大 学 、 
医科 大 学 、 師 範 大 学 な ど 各 分 野 の 大 学 
が ある の で 、 こ の 地区 の 開発 に 必要 な 
人 材 を 十分 確保 する こと が で きる 。 


元 山 一 金剛 山国 際 観 光 地 区 開発 計画 
元 山 一 金剛 山国 際 観 光 地 区 は 、 元 山 


地区 、 馬 上 息 鶴 ( マ シン リョ ン ) ス キー 場 
地区 、 ウ ルリ ム の 滝 地区 、 釈 王寺 ( ソ 
クワ ン サ ) 地 区 、 通 川 地区 、 金 剛 山 地 
区 に 分 け て 開発 され る 。 

元 山 地区 は 、 各 種 の 休養 ・ 文 化 施設 
と 生態 環境 が よく 調和 し た 世界 的 な 観 
光 地 区 と し て 開発 され る 。 

金剛 山地 区 、 通 川 地区 、 釈 王寺 地区 
は 、 生 態 環境 が 保存 され た 歴史 遺跡 観 
光 地 区 、 国 際 的 な 休 杖 ・ 治 療 観 光 地 区 
と し て 開発 され 、 開 発 と 運営 が 同時 に 
行わ れる 。 

元 山 一 金剛 山国 際 観 光 地 区 の 開発 で 
は 、 計 画 に 従っ て 段階 別に 開発 する 原 
則 、 投 資 の 誘致 を 多角 化す る 原則 、 地 区 
と その 周辺 の 自然 生態 環境 を 保護 する 
原則 、 土 地 と 資源 を 合理 的 に 利用 する 原 
則 、 生 産 と サー ビス の 国際 競争 力 を 高め 
る 原則 、 経 済 活動 の 便 宜 と 公共 の 利益 を 
と も に 保障 する 原則 が 守ら れる 。 


元 山 地区 の 開発 

元 山 市 は 朝鮮 ・ 江 原 道 の 道 都 で あり 
文化 的 な 港湾 都市 で ある 。 

市 の 中 心 部 に は 松 涯 園 ( ソ ンド ウォ 
ジ ) 海水 浴場 、 松 海 園 国際 少年 団 野営 
所 、 朝 鮮 式 公園 と 遊園 地 、 動 物 園 、 植 
物 園 、 長 徳島 (チャ ンド クト ) 遊 園地 な 
ど 観 光 ・ 文 化 休息 の 場 と 松 涯 園 ホ テ 
ル 、 東 明 ( ト ン ミ ョ ン ) ホテ ル な どの 和 観 
光 ・ 和 宿泊 施設 が ある 。 

都市 中 心 部 開発 の 内 容 は 、 都 市 中 心 
軸 と 住宅 地区 、 産 業 地区 の 建設 、 緑 地 
の 造成 と 観光 施設 の 建設 、 宿 泊 施 設 の 
近代 化 で ある 。 

都市 の 中 心 軸 は 元 山 市 の 三峰 (サム 
ボン ) 山 の 麓 か ら 海 岸 ま で 長く 広 や か 
に 形成 され 、 そ れ に 沿っ て 商業 サー ビ 
ス 区 域 と 文化 休息 区 域 、 科 学 技術 交流 
区 城 が 設け られ 、 昼 と 夜 の 趣 を 多彩 に 
し て 近代 都市 の 中 心 部 と し て の 特色 が 
生か され る こと に な っ て いる 。 

水泳 館 、 水 族 館 、 レ ジャ ー ラ ンド 、 
食堂 な どの 観光 施設 と 公共 の 建物 が 海 
岸 に 沿っ て 都市 の 中 心 部 に 集中 的 に 配 
され 、 松 基 園 海水 浴場 に は 収容 能力 1 万 
2000 余 人 の サー ビス 施設 が 増設 され る 。 

産業 地区 の 建設 は 、 観 光 地 の 運営 に 
必要 な 産業 を 基本 と し て 進め られ る 。 


馬 息 鶴 ス キー 場 地区 と ウル リム の 滝 
地区 の 開発 

江原 道 法 洞 郡 に 位置 する 馬上 息 領 スキ 
ー 場 地区 に は 、10 の コー ス と 屋外 スケ 
ー ト 場 、 屋 外 水泳 場 を 備え た 総合 的 な 
スキ ー 場 地区 と 収容 能力 300 余 人 の 特 
色 あ る 馬 息 領 ホ テル が ある 。 

面積 が 1000 余 ヘクター ル の ウル リム 
の 滝 地区 に は 、 朝 鮮 屈 指 の 滝 と 言わ れ 
る 高 さ 75m の ウル リム の 滝 が ある 。 

ウル リム の 滝 の 向う の 谷間 に は クス 
ル の 滝 、 ピ ダン の 滝 、6 渡 を は じ め 美 し 
く 、 か つ 素 晴らし い 名 所 が あり 、 こ の 一 
千 に は 探勝 路 と 越 流 ダム 、 橋 、 養 殖 場 、 
駐車 場 な ど 種 々 の 観光 施設 が ある 。 

馬上 息 領 スキ ー 場 地区 と ウル リム の 滝 
地区 で は 、 既 存 の サー ビス 施設 を 正常 


運営 し な が ら 、 舌 要 に 応じ て 和 宿泊 、 ス 
ボー ツ 、 給 養 施設 を 拡充 する 。 


釈 王寺 地区 の 開発 

和 王 寺 は 江原 道 高山 郡 雪 峰 (ソル ボ 
ジ ) 里 に 位置 し て いる 。 

秋 王 寺地 区 に は 有名 な 歴史 遺跡 が あ 
り 、 飼 山 路 、 鉱 泉 地 、 治 療 ・ 観 光 施 設 、 
収容 能力 1000 余 人 の 宿泊 施設 が ある 。 

釈 王寺 か ら 普 門 ( ポ ムン ) 庵 まで の 登 
山路 が 新た に つく られ 、 既 存 の 宿泊 施 
設 と その 周辺 の 観光 施設 が 改築 、 近 代 
化 さ れる 。 


通 川 地区 の 開発 

通 川 地区 に は 昔 か ら 関 東 ( ク ァ ン ド 
ンジ) 八景 の 一 つと され て きた 叢 石 (チョ 
ン ソ ツク ) 訪 と 風光 明 巡 な 洞庭 (トン ジョ 
ン ) 湖 、 侍 中 ( シ ジ ュ ン ) 湖 が あり 、 海 
辺 に は 侍 中 湖 海 水浴 場 が ある 。 

江原 道 通 川 郡 の 江 洞 (カン ドン ) 里 と 
松田 (ソン ジョ ン ) 里 の 間 に 位置 する 侍 
中 湖 は 、 濾 浪 の 作用 に よっ て 海湾 の 一 
部 が 砂州 に 閉じ 込め られ て 生じ た 海 跡 
湖 で ある 。 

ここ に は 海水 浴場 、 ボ ー ト 場 、 釣 り 
場 な どの 文化 ・ 休 養 施設 が あり 、 ホ テ 
ル な ど 収 容 能 力 1000 余 人 の 宿泊 施設 、 
便益 サー ビス 施設 、 侍 中 潜 療 養 所 を は 
じ め 多 く の 療 養 所 、 休 養 所 が ある 。 

侍 中 湖 和 観光 地区 は 山 と 海 、 湖 が ある 
美しい 地区 で あり 、 歴 史 的 に 休養 ・ 観 光 
地区 と し て 有名 で ある 。 ここ は 、 海 水 
谷 、 ゴ コル ダチ 、 ポー ツ 、 小 デル 、 食堂 、 
レジ ャ ー、 泥 土 治療 な ど 、 四 李 を 通じ て 
さま ざま な 観光 サー ビス を 行う 地区 と し 
て 開発 され る 。 こ の 地区 を 、 外 国 の 投資 
家 に 賃貸 し て イン フラ 建設 と 不動 産業 を 
行う こと も 計画 され て いる 。 

洞庭 湖 区 域 に は 収容 能力 5600 余 人 の 
宿泊 施設 と 観光 ・ サ ービス 施設 が 設け 
られ 、 立 石 亭 区 域 に は 自然 公園 の 近く 
に 海水 浴場 、 ボ ー ト 場 、 旅 客 用 埋 頭 な 
どの 観光 施設 が 建設 され る 。 


金剛 山地 区 の 開発 

金剛 山地 区 は 江原 道 高城 (コソ ン ) 郡 
と 金剛 和 郡 地域 に 位置 し て いる 。 

金剛 山 は その 奇妙 さと 、 奴 大 さ 、 美 
し さ に よっ て 世界 に 広く 知ら れ て いる 
名 山 で あり 、 こ こ に は 30 余 の 天然 記念 
物 、10 余 の 歴史 遺跡 、2 つ の 自然 保護 
区 と 海水 浴場 、 金 剛 山 温泉 が ある 。 

金剛 山地 区 の 開発 で は 、 各 種 の 観光 
施設 を 増やし 、 和 宿泊 施設 を 収容 能力 1 
万 人 以上 に 新設 、 拡 張 し 、 自 然 公園 、 
民俗 通り 、 民 族 武 道場 、 水 族 館 、 各 種 
の 娯楽 施設 を 増設 する 。 

金剛 山 探勝 コー ス に 各種 の 施設 を 設 
け 、 さ ら に 近代 化し 、 空 中 ケー ブル を 
は じ め 各 種 の 探勝 施設 を 備え 、 モ ン ラ ン 
館 、 タ ンプ ン 館 な ど 既 存 の 商業 サー ビス 
施設 を 改築 し て サー ビス 能力 を 高め る 。 


港湾 、 鉄 道 、 道 路 、 電 力 、 生 態 環境 
な どの 開発 
元 山 港 を 改修 、 拡 張 し 、 各 地区 に 中 


小 規模 の 旅客 用 埋 頭 を 設け る 。 

鉄道 は 、 既 存 の 元 山 一 金剛 山間 の 鉄 
道 を 改修 し て 貨物 輸送 用 に 利用 し 、 元 
山 一 金剛 山 観 光 道 路 と 並行 し て 新た に 
高速 観光 鉄道 を 敷設 する 。 

道路 は 既存 の 元 山 一 金剛 山間 の 観光 
道路 を 改修 、 近 代 化 し 、 新 しい 元 山 一 
金剛 山道 路 を 造り 、 元 山 市 中 心 部 の 道 
路 を 拡張 し 、 多 く の 道 路 を 改修 し て 地 
区 別に 環状 道路 網 を 形成 する 。 

電力 供給 施設 は 、 数 万 kVA 能 力 の 変 
電 施 設 を 新設 し 、 既 存 の 水力 発電 能 
を 高め 、 自 然 エ ネル ギー を 効果 的 に 利 
用 し て 発電 能力 を 数 十 万 kW 高め る 。 

元 山 市 に 大 規模 な 固体 廃棄 物 処理 場 
を 設け 、 汚 水 浄化 場 を 近代 化し 、 都 市 
汚水 網 管理 システム を 改善 し て 汚水 処 
理 水 準 を 水質 環境 等 級 1 級 以 上 に 引き 
上 げ て 海水 汚染 を 完全 に 防止 する 。 


元 山 一 金剛 山国 際 観 光 地 区 の 開発 状況 

昨年 の 5 月 20 日 に 元 山地 区 建設 の 着 
工 式 が 盛大 に 行わ れ 、 次 いで 多く の 建 
設 陣 が 投入 され て 上 下水 道 、 電 力 、 元 
山 港 、 鉄 道 な どの イン フラ と 住宅 の 建 
設 が 進め られ て いる 。 

同年 5 月 の 未 に 金剛 山 で 「2015 年 元 
山 一 金剛 山国 際 観 光 地 区 投資 説明 会 」 
が 観光 を 兼ね て 行わ れ 、 百 数 十 人 の 海 
外 同 有 抱 と 外国 人 が 参加 し た 。 説明 会 で 
は 数 件 の 投資 意向 書 、 了 解 文 、 合 意 書 
が 締結 され 、 合 意 を 見 た 対象 の 中 に は 
現在 、 契 約 段 階 に ある も の も あれ ば 、 
投資 の 段階 に ある も の も ある 。 今 、 多 
く の 企 業 が も っ と 大 き な 規 模 で 投資 説 
明 会 を 開く こと を 要望 し て いる 。 

この 地区 の 観光 事業 も 新しい スタ イ 
ルレ で 発展 し て いる 。 海 や 湖 、 金 剛 山 の 
景色 を 眺め る 観光 と と も に 、 山 岳 マ ラ 
ソン 、 自 転 車 愛好 者 の 山岳 競技 、 航 空 
スポ ー ツ 祭典 な ど 多 様 な テー マ の 観光 
が 行わ れ て お り 、 世 界 各国 の 旅行 社 の 
参画 の 下 に こう し た 観光 事業 の 準備 が 
人 E2 5 し て の る 。 

元 山地 区 開発 総会 社 は 、 世 界 各国 の 
投資 家 が 元 山 一 金剛 山国 際 和 観光 地区 の 
開発 に 参加 する こと を 希望 し て お り 、 
それ に 協力 を 惜しま な いと し て いる 。 

元 山 一 金剛 山国 際 観 光 地 区 の 開発 
に 外資 を 積極 的 に 導入 し 、 地 区 の 建設 
と 観光 の 発展 を 同時 に 推進 する 。 そ の 
た め 、 経 済 開発 区 法 に 基づい て 外国 人 
投資 家 に 税金 や 土地 の 利用 な ど 多 く の 
面 で 特恵 を 施し て いる 。 特に 2017 年 ま 
で 、 先 に 投資 し 、 後 に 補償 する 条件 の 
下 で 投資 する か 、 土 地 総 合 開発 方 式 を 
受け 入れ る 投資 家 に は より 多く の 特恵 
を 施す 。 

元 山 一 金剛 山国 際 観 光 地 区 は 世界 
に 誇る に 足る 観光 資源 の 潜在 力 に 基 づ 
き 、 和 海洋 と 山 績 、 渓 谷 、 湖 、 都 市 の 美 
が 総合 的 に 結合 し た 観光 地区 開発 の 拠 
点 と な り 、 開 発 に 参加 する 世界 各国 の 
投資 家 に 大 き な 利 得 を も た ら す チャ ン 
どの る の で の め ろ う 。 


1945 年 11 月 19 日 に 創設 され た 朝鮮 経済 ・ 
錦 易 情報 会 社 は 朝鮮 民主 詩 義人 民 共 和 国 の 権 
威 あ る 経済 ・ 罰 易 情報 サー ビス 機関 で す 。 

有 能 な 経済 ・ 市 } 場 分 析 家 と コン コー ク 
専門 家 を 携 す る 当社 は 、 国内 の すべ で の 
会 社 と 経済 機関 に 対外 質 里 要 な 
ee 


、、 電 軸 拓 動員 吉 、 
、 、 生 EW 

馬 還 職 泊 理 、 在 庫 、 隔 引 量 ) 、 
上 。、 合弁 ・ 台 條 証 村 金 
定 国際 商品 展 訪 会 と 展示 会 な どの ニュ ー 
呈 業 提供 し で いま す 。 

生還 由 衝 ぐに ド 要 銀行 の 
公定 利率 、 主 要 株 式 市 場 の 
相場 の 変動 、 国 際 質 易 の 規 
格 と 常識 、 最 新 科学 技術 な 
どの ニニ ピー で や ーー の 全 
Ai で 提供 し て いま す 。 
当社 は 、 世 界 の 主 な 貨 瑞 
及び 商品 取引 所 と 国際 市 場 の 
動き 、 変 動 を 研究 し て 国際 市 
場 の 展望 を 見 通し 、 世 界 経済 
及び 信 易 環境 の 変化 に 応じ て 
買 易 会 社 補 経済 機関 が 合理 的 
な 企業 経営 戦略 を 立て る の に 
必要 な アド バイ ス と 支援 を 与 
2 生ま 
多面 的 な 仙 易 取引 を 


商人 
消費 国 の 市 場 状 況 (個々 の 商品 の 征彦 、 


世界 各国 の 賀 易 、 投 


関本 に 関す る 法 及 び 


買 易 情報 会 社 


季 2 博 還 二 ( 二 規 当 入 の 「 セ ッ ピ 委員 論 対 
ッ ド ト る 通じ て 、 国 内 の 質 易 会 社 と 世界 
各国 の 企業 の 組 介 、 商 品 及 び 価 格 、 合 
弁 ・ 合 作 講 衣 資 の 診 致 な ど に 関す る 情報 
所 下記 畔 間 連 ービス を 行っ て いま 張 

投資 、 合 弁 ・ 合 作 、 新 製品 の 開発 、 新 し い 
市 場 の 開拓 な ど 、 友 好 的 な 竣 済 ・ 四 協 関 係 を 

希望 する 国際 機構 と 各国 の 羅 易 会 社 、 情 報 サ 
ービス 機関 と も 想 和 に 協力 UE 還 

当社 は 、 経 済 ・ 質 易 情 報 サ ービス で 迅速 
性 、 正 確 性 、 科 学 性 を 保障 し 、 多 様 化 、 多 角 
化す る こと を 企業 戦略 と し 、 各 国 と の 経済 ・ 
質 易 関係 を 発展 させ る こと に 大 い に 寄 与 し て 
| 5 才 且 


氏 義人 恨 隊 還 辻 市 中 区 域 
TEL : 0085-02-341- 5926: 
中 FAX :.0085=02- 381= 5827 


E-ma1 1 電 き 8 間 本 0s ta エーcO. net。KD 


開城 高 豚 人 参 の 抽出 物 を 主 成 
分 と する 生 朝 魚 人 参 ロ ーション 
は 、 脂 性 の 皮膚 の 皮脂 分 泌 を 調 
節 し て 油脂 と 水分 の バラ ンス を 
保ち らち 、 血 液 の 循環 を 促進 し て 、 
過敏 症 や アレ ルギー の よう な 副 
作用 や 衝 症 な ど 皮 膚 の 異常 現象 
を 防止 し ます 。 


朝鮮 ボム ヒ ャ ン ギ 合 作 会 社 
朝 鮭 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 
利 テ ンジ ポン シン 
牡 電 峰 区 域 
]EL : 650-2ー18111-361-6597 

FAX ・ 650-2ー381-4681 


FE-mail : kyangryo⑳star-co. net. kp 


金 日 成 総合 大 学 知能 太陽 電 池 製 作 所 は 、 大 陽 エネ 
ルレ ギー 利用 製品 及び 発電 シス テム 生産 基地 で す 。 

製作 所 で は 、 大 学 の 科学 研究 陣 と の 監 容 な 協力 の 
下 に 価値 ある 研究 成果 を 積極 的 に 取り 入れ て 、 品 質 の 
よい 太陽 エネ ルギー 利用 製品 を 生産 し て いま す 。 

に 語 EEU レ 記 ン ツン DI 電 レ 2 テレ ショ シー シム 
カッ ター、 積 層 設 備 、 枠 組立 て 機 、EL 検査 器 、 太 陽 
光 模 擬 検 査問 な ど 製 品 生産 に 必要 な 近代 的 な 設備 が 備 
の 20GIZNVEESHd 

製作 所 で は 、 近 代 的 な 測定 設備 を 利用 し た 原料 ・ 資 
W= 材 の 品質 検査 と 完成 品 に 対す る EL 検査 、 太 陽光 模擬 
検査 を 行い 、 そ れ に ペラ ツァ た 製品 を 出 診 し て いま す 。 

品 に は 、 変 換 効 率 が 17.59% て 18. 5% で 定格 出世 が 
100W、150W、200W、250W、300W の 高 効率 太陽 電 : 
パネ ル 、 各 種 の 変 流 問 (家庭 用 、 機 関 用 、 サ ービス 施設 
用 、 王 業 放 e 充 電 制 御 器 、 太 陽光 追従 器 な ど が あり 
ます 。 高 効率 夫 陽 電池 バネ 7 時 寿命 が 25 年 以上 の 高 品 
軸 、 高 性 能 製 品 で 、15 年 間 定 格 容量 を 維持 し 、 で の 身 
の 10 年 間 は 定格 容量 の 80% の 出力 を 保障 で きま す 。 


中 


製作 所 で は 、 妥 度 監視 や 負荷 調節 、 バ ッ テ デリー の 
充 ・ 放 電 牙 視 な ど が コン ピュ ー タ に より 制御 され る 
10kW て 500kW の 機関 用 及び 工業 用 太陽 エニ ネル ギー 発 
電 シ ステ ム と 、1kW<10kW の 家庭 用 及び サー ビス 施 
設 用 発電 シス テ ぷ を テー ザー の 要求 に 応じ で 抽 作 し 、 
現場 へ の 導入 も 行っ て いま す 。 導 入 さ れ た 発電 シス テ 
ム は 高い 品質 と 性 能 、 技 術 的 安定 性 に より 利用 者 の 間 
で 好評 を 博 し て いま す 。 

知 朋 太陽 電池 製作 所 は 、 太 陽 エ ネル ギー 利用 の 発展 
超 勢 に 即 し て 2 世代 ( 簿 膜 型 ) 太陽 電 池 と 3 世代 (色素 
増減 型 ) 太 陽 電 池 の 生産 工 程 を 設け 、 太 陽 エ ネル ギー 


発電 シス テム の 国産 化 の 比重 を 高め る た め に 努力 し て 
ゆい ます 
まだ ご 傍 用 を 第 一 と し 、 注 文 先 の 要求 と 利益 を 技術 


的 に 最大 限 図 り 、 発 展 す る 目 然 玉 キ *== 短 野 に 迅速 
に 適応 し て 世界 的 な 競争 力 を 持つ 先端 企業 に な る 目標 
を 掲げ て いま す 。 
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知能 貿易 会 社 6 
朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 護 商 重 城区 城 


放 還 USOeZwllOiN に EE 
FAX : 085-02-381-4410 


J]1nung@⑳starー-co. net』 kp 


語 iiill 
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Al 司 記 党 座 中 本 名 居 用 8 


ニコ ロロ 


に っ 生 と 


Ji 


較 ョ ジャ ジ マシ ンション ッ デ ジマ ング 


平壌 市 万 景 台 区 域 に ある 香 満 楼 商 店 分 店 は 、 人 々 
の 視力 を 保護 し 、 目 を より 明る く < 美しく する た め の 視 

診断 、 フ レー ム の 選択 、 有 眼鏡 の 製作 、 各 種 の 眼鏡 及 
び コ ンタ クト レン ズ の 販売 を 専門 と する 総合 的 な 有 眼鏡 
の サー ビス 基地 で す 。 

UN IN 2 TA 
断 設 備 で 近視 、 憶 視 、 斜 視 、 一 般 乱 視 、 複 合 乱視 な 
ど 、 お 客 様 の 視力 状態 を 正確 に 診断 し て いま す 。 

当店 に は 、 プ ラチ ナ 、 金 、 チ タン 、 宝 石 装 飾 、 マ 
MNOURS MR の 20 NN 
材質 、 形 、 色 の 200 余 種 の フレ ー ム (高級 、 中 級 、 一 


上 
LE 凍 
E: 


L 


面 避 還 議 
昌 F "ーー 


盤 ) と 100 余 種 の サン グラ ス 、 水 中 有 眼鏡 、 釣 り 用 眼鏡 、 
共生 5 アタ クト レン ズ が 展示 され て いま す 。 
当店 で は 、 お 客 様 の 顔 の 色合い と 形 、 年 齢 、 趣 味 、 好 み 
応じ! 笠 ぐ IGP SG 
し SS れ だ アレ 条 二 性 
率 が 高く 紫外 線 を よく 遮 


蔽 する レン ズ を お 選び し 
IGIOO ま 


また 、CNO(ISMe 
眼鏡 加工 設備 で 視野 が 
広く 安定 感 を 与え る 多 
焦点 レン ズ や 非 球面 レ 
ンズ 、 偏 光 色 レ ンズ な 


有明 MM 


ど を 加 l 軸 美加 
知 時 間 で 眼鏡 
を 作っ < く iMN 計 還 記 

人 工 瞳孔 と 色 コ ンタ 軸 還 2 また 028 前 当 四 
ンズ 、 複 性 乱視 レン ズ な ど ご 各種 ロン タク トレ ン 2 の 注 
文 も 受け 、 超 音 濾 に よる 眼鏡 の 洗浄 、 修 繕 も 行っ で い 


お SG 。 


間 災 度 興 貿易 総会 社 

抽 魚 民主 主義 人 民 共和 国 平壌 市 万 景 台 区 虹 
TEL : 850-2-18111 (ext)8250 

FAX : 850- の 8 串 語 備 I0 


E -ma1i |] : kyorgiig9 請 回 昌 還 (60 ll 是 上 


間 。 
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Url 
| 品質 の 向 7 陽 Ni 
IM 原則 で す 。 | 」 
N 用 徐 一 の 原則 に 家 ま 
」 多 9 な 交流 上 を 還る で 敵 
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世界 的 に に 知ら れ た 開城 高 豚 人 参 を 主 原料 
こす る 開 高 朋 人 参 化粧 品 リボ ポム ヒ ャ ン ギ 」 
(8、 新義 州 化粧 品 工場 の 製品 で あり 、 朝鮮 の 
有名 な 化粧 品 で す 。 

開城 高 骸 人 参 は 、 五 臓 を 保護 し 、 脳 、 心 臓 
血管 系 統 に よい 影響 を 与え 、 特 に 皮膚 の 新 陳 
代謝 を 活性 化し 、 皮 誰 の 老化 を 防止 する な ど 
皮膚 に 特異 な 作用 を 及ぼ し ます 。 

化粧 品 製 造 用 の 水 に は 、 地 層 で 濾過 され る 
右 首 山 の 鉱泉 水 を 利用 し て いま す 。 

さま ざま な 系 列 の 開城 高麗 人 参 化粧 品 
ムレ ャ ン ン ji 
化粧 品 と し て ユー ザー の 間 で 好評 を 博 し て お 
り 、 世 界 各 国 に 輸出 され て いま す 。 


ー3 系 列 化 粧品 

脂性 の 肌 に 適し た 化粧 品 で 、 脂 肪 と 水分 の 
バラ ンス を 保ち 、 収 工 と 消毒 作用 に よっ て 肌 
を 9 9 間 還 語 灯 康 余 状 了 に し ます 。 


ー4 系 列 化 粧品 
生理 的 な 乾性 の 肌 の 特性 を 効果 的 に 改善 し 


に 
まこ 


ー5 系 列 化粧 品 

油 肌 や 乾性 肌 で な い 普 通 肌 を 保護 する た め 
に 開発 され た 化粧 品 で 、 副 作用 が な く 、 肌 を 
し っ か り 保 護 し ます 。 


一 7 系 列 化粧 品 

精密 分 離し た ブドウ の 種 の ポリ アノ ー ル 
や アン ズ の 種 の 油 、 植 物 浄化 素 な ど 老化 防止 
剤 の 精巧 な 協同 作用 に よっ て 肌 の 若 さ を 保ち 
ま 馬 


ー9 系 列 化粧 品 

機能 性 材料 と 皮膚 栄 杖 成 分 の 浸透 効果 を 原 
理 的 に 高め た 多 機 能 性 化粧 品 で 、 皮 膚 細胞 の 
代謝 機能 を 活性 化し 、 免 疫 機 能 の 向上 、 メ ラ 
ニン 生成 抑止 作用 、 抗 酸化 作用 、 強 い 栄 養 補 
充 作 用 に よっ て 肌 の 老化 防止 と 美白 ・ 保 湿 効 
果 を 現し ます 。 


新生 州 化粧 癌 工場 


| 凍 還 2 ジィ 
穫 角 民 主 主義 人 民 共 和 国 平安 北道 新義 州 市 
TEL: 0085-02-18111 (Sinui ju) 0304 
FAX: 0085-02-381-4410 (Sinui ju) 0706 


に 


多 


クジ 人 剛 
(SW 


朝 角 商 明 錦 易 総会 社 で は 、 ハ ンド バッ グ 、 手 提げ か 
ば ん 、 シ ョ ルク ペル レク 生 用 0 EMI 
ん 、 ス ー ツ ケー 千林 の の 0 (24 
| UVB 

当 人 の カク トン の の クッ 0 の の 
多種 多様 で 、 材 料 と し て は 皮革 、 布 、 合 成 皮革 な ど を 
用 いて いま す 。 

肩 か ら 掛 け て 持ち 歩け る よう に 長い ひも を つけ 、 い 
ろ い ろ な 装飾 を 施す な ど 、 ユ ー ザ ー の 便利 を 考え な が 
ら も 製品 の 美的 価値 を 高め て いま す 。 


朝鮮 商 明 質 易 総会 社 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 


シノ シン 


大 城区 域 


山間 際 還 0085502 合 ISMl 還 9 人 上 5 
FAX: 0085-02-381-4410/4416 
E-ma1l: sm@⑳@star-co. net. kp 


ユー ザー の 性 別 、 年 齢 、 心 理 、 身 体 的 特性 を 考え て 


層 包 ジジ ヤジ 


デザ イン 、 製 作 さ れ た 各種 の か ば ん は 、 平壌 第 1 百貨 
店 や 光復 地区 商業 セン ター を は じ め 国 内 の 各 商 業 網 で 
人 気 商 品 と な っ て いま す 。 

当社 は 多 品 種 少量 生産 を 企業 経営 戦略 と し 、 設 備 の 
近代 化 に カ を 入れ な が ら 新しく 多様 な 形 を 追求 し 、 質 
を さら に 高め て いま す 。 

当社 の 製品 は 印象 深い 商標 釧 の 通り ユー ザー の 「 友 
(だら 上 遇 自 れ 0 の MG 


ハム フン プン ザム マジ ジン 


朝 鮭 東海 の 海岸 都市 威 興 に ある 興南 満 船 質 易 会 社 は 、 
水産 物 の 生産 、 加 工 、 包 装 な ど が 一 体 化 を な し て いる 水 
産物 専門 生産 会 社 で す 。 


6 朝鮮 の 貿易 


豊か な 水産 物 生産 基地 を 擁する 当社 は 、 メ ンタ 
L。 区 アグ 。、 イ ルカ 、 ク ク 、 具 名 、 拓 どの ポポ 
産物 と その 加工 品 を 生産 し て いま す 。 

奈 気 乾燥 炉 、 恭 気 乾燥 機 、 赤外線 電熱 レン ジ な 
どの 加工 計 巡 備 を 完備 し た 当社 の 興南 光明 星人 i 類 加 
工場 に は 、 調 味 加 工 室 、 春 室 、 春 魚 加工 室 な ど 
の 魚類 加工 室 が あり ます 。 

淡水 冷水 機 と 製氷 機 、 地 下 淡水 貯蔵 タン ク が 備 
わっ て お り 、 准 水 と 氷 を 正常 に 生産 し て いま す 。 

加工 場 に は オゾン 発生 機 、 吸 水 設備 、 オ ゾン 
水 保存 タン ク な どの 衛生 通過 工程 が 設け られ て お 
り 、 生 産 現場 の 無菌 化 を 実現 し て いま す 。 

流れ 式 金属 ・ 不 純 物 検査 機 通過 工程 を 設け て 製 
品 の 安全 性 を 保障 し て いる 加工 場 で は 、 製 品 管理 
と 衛生 管理 を 厳格 に 行っ て いま す 。 

加 下 場 で は 魚肉 ミン チ ボ ー ル で や 魚肉 アー セー 
ジ 、 シ ッ ケ グ 、 塩 革 な ど を 大 基 に 生産 し て いま す 。 

当社 の 包装 材料 生産 基地 で は 、 発 泡 プ ラス チッ 
ク 箱 成型 機 、PP 樹 脂 用 包装 機 な どの 包装 材料 生産 


設備 で 製品 包装 用 保 浴 容器 、 食 品 包装 用 樹脂 皿 、 保 
冷 用 冷媒 材 、 塩 辛 用 プラ スチ ッ ク 容 器 な ど を 生産 し 
て いま すず す 。 

当社 で 生産 する 魚の 痢 魚 や 切り 急 肉 、 煙 製品 、 魚 
粉 な ど 数 百 種 の 加工 品 は 、 栄 養 価 が 高い こと と 、 独 
特 の 味 と 色 に よっ て 好評 を 博 し て いま す 。 

生魚 の 保存 及び 輸出 能力 が 大 き な 施 設 を 完備 し た 
当社 は ユー ザー の 注文 も 受け て いま す 。 

世界 各国 に 輸出 され て いる 当社 の 製品 は 、 完 璧 な 
安全 性 と 独特 な 香り に よっ て 日 ご と に 需要 が 高まっ 
KMY ま すん 

強固 な 生産 技術 的 土 台 と 養殖 に よる 水産 物 生産 の 
拡大 を 企業 戦略 と する 興南 満 船 質 易 会 社 は 、 新 鮮 な 
水産 物 を より 多く 生産 し 、 多 種 多 様 な 急 類 加工 品 を 
開発 する た め に 努力 し て いま す 。 

また 、 国 内 外 の 水産 物 生産 業者 と の 交流 と 協力 も 
図っ て いま す 。 


朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 
ハム ギョ ン 
威 鏡 南 道 感 興 市 
必 0005 0 ク 2 19 1 961 
(sinhungsan0302) 


FAX:0085-02-361-4410 


金正 浅 平壌 
紡織 工場 


回 二 二 ジ スク ョ ヨン ヤン 


朝鮮 の 紡織 工業 の 親 工場 と 呼ば れる 人 金正 激 平 壌 編 
織 工 場 は 1948 年 10 月 に 創設 され まし た 。 

工場 に は 、 基 本 総合 職場 で ある 紡績 総合 職場 、 絹 
編 総 合 職 場 、 織 布 総 合 職 場 、 化 学 繊維 総合 職場 、 染 色 
総合 職場 と メリ ヤス 職 場 な ど 50 余 の 職場 が あり 、 織 
物 分 工場 と いく つか の 補助 職場 が あり ます 。 

発展 する 現実 の 要求 に 即 し て 工場 で は 、 生 産 で 提 
起 さ れる 数 多く の 科学 技術 上 の 問題 を 解決 し て 生産 を 
ON 記 還 

納 人 汗 レ ビア 織機 、 水 圧 織 機 で 人 絹 を 織る 工程 が 更新 さ 
れ 、 各 生産 工程 に PL C シ ステ ム が 導入 きれ まし た 。 

紡織 、 染 色 、 擦 染 な どす べ て の 生産 工程 を フル 稼 
働 し て いる 工場 で は 、 良 質 の 人 絹 織 物 や 捧 染 織物 な ど 
各種 の 織物 を 大 量 に 生産 し て いま す 。 
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最近 、 工 場 の 技術 者 は 平 震 煽 織機 械 
工場 、 韓 徳 殺 平 壌 軽工業 総合 大 学 な ど 
の 関連 部 門 と の 連係 の も と に 、 質 の よ 
い 国 産 の か ば ん 用 布 の 生産 工程 も 設け 
| 半 

工場 で 生産 し た か ば ん 用 布 で は 、 小 
学校 、 初 級 中 学校 、 高 級 中 学校 、 大 学 
の 児童 ・ 生 徒 ・ 学 生 の 性 別 、 年 齢 、 心 
理 、 身 体 的 特性 に 応じ た 各種 の か ば ん 
を 人 の 生 村 の て 本 生 す 。 

工場 で は 、 良 質 の 服地 と 各種 の 織物 
を より 多く 生産 し て 人 民生 活 の 向上 に 大 
い に 寄 得 間 本 9 の に カ し て い 請 請 計 

工場 は 1957 年 7 月 10 日 に ベト 更 褒 の 
ナム ディ ン 織 工場 と 親善 工場 の 協定 を 結び 、1989 
年 10 月 26 還 @ は 染色 総合 職場 が キュ ー バ ・ チ ェ ・ ゲ 
バラ 親善 職場 と 舘 名 され まし た 。 


金正 肖 平壌 紡織 工場 


ジン 
展 魚 民 主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 船 梅 区 域 
FAX: 0085-02-18111-4410 
TEL: "0085 ョ 02 ゴ 0 
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元 山 一 金剛 山国 際 観 光 地 区 の 法律 的 環境 


朝鮮 で は 、 元 山 ( ウ ォ ン サン ) 一 金剛 山 ( ク ム ガ ン サ 
ン ) 国際 観光 地区 の 開発 事業 が 積極 的 に 推進 され 、 投 
資 家 の 投資 へ の 熱意 が 高まる に 伴っ て 有利 な 法律 的 環 
境 を 整え る こと に 深い 関心 を 払っ て いる 。 


1. 投資 に 有利 な 法律 的 環境 

国家 は 、 外 国 の 投資 及び 企業 活動 を 国内 法 に よっ 
て 十分 保証 し て いる 。 

まず 、 国 家 の 基 本 法 で ある 憲法 に よっ て 外国 人 投 
資 家 と の 合弁 、 合 作 、 元 山 一 金剛 山国 際 観 光 地 区 を は 
じ め 特 別 経済 地区 に お ける さま ざま な 形式 の 企業 の 創 
設 、 運 営 が し っ か り 保 障 さ れ て いる 。 

朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 社会 主義 憲法 第 2 章 第 37 条 に 
は 「 国 家 は 、 わ が 国 の 機関 、 企 業 、 団 体 と 外国 の 法人 
また は 個人 と の 合弁 や 合作 、 特 別 経済 地区 に お ける 各 
種 企 業 の 創設 、 運 営 を 奨励 する 」 と 規定 され て いる 。 

朝 鮭 で は 外国 人 投資 法 、 合 弁 法 、 合 作法 、 外 国人 企業 
法 、 外 国 投資 銀行 法 、 外 国 投資 企業 及び 外国 人 税金 法 、 
外国 投資 企業 労働 法 な ど 数 十 の 投資 関連 法規 が 制定 、 実 
施さ れ て いる 。 

1991 年 に 維 先 ( ラ ソ ン ) 経済 人 質 易 地区 を 設け る こと 
か ら 特 別 経済 地区 の 開発 を 始め た 朝鮮 で は 、 こ れ ま で 
20 余 の 特別 経済 地区 を 設け 、 こ れ と 関連 し て 維 先 経済 
買 易 地区 法 、 金 剛 山 国際 観光 特区 法 、 経 済 開発 区 法 を 
は じ め 特 別 経済 地区 関連 法規 を 制定 、 実 施し て いる 。 

朝鮮 は すでに 数 十 力 国 と 二 国 間 の 投資 奨励 及び 保 
護 に 関す る 協定 と 二 重 課税 防止 協定 を 締結 し 、 授 資 保 
護 の た め の 国 際 法 的 環境 も 積極 的 に 整え て いる 。 


2. 元 山 一 金剛 山国 際 観 光 地 区 を 世界 的 な 観光 地 と 
し て 開発 する た め の 法 律 的 措置 

元 山 一 金剛 山国 際 観 光 地区 を は じ め 朝 鮮 の 特別 経 
済 地区 に 適用 され る 基本 法 と し て 経済 開発 区 法 が 採択 
され 、 そ の 施行 の た め の 経 済 開発 区 の 管理 機関 の 運営 
規定 、 企 業 の 創設 ・ 運 営 規定 、 労 働 規定 、 不 動産 規定 
な ど 種 々 の 規定 が 採択 され た 。 

金剛 山国 際 和 観光 特区 法 が 採 羽 さ れ 、 そ の 施行 の た 
め の 規 定 と 細則 が 制定 され た 。 


3. 国家 が 元 山 一 金剛 山国 際 観 光 地 区 に 投資 する 外国 人 
投資 家 の 権 利 と 利益 、 財 産 と 身辺 の 安全 を 法律 的 に 保障 


朝鮮 の 罰 易 


国家 は 、 共 和 国 の 領域 に 在住 する 外国 人 の 合法 的 
権利 と 利益 を 法 的 に 保障 する 。 

朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 社会 主義 憲法 第 16 条 に は 「 朝 
鮭 民 主 主義 人 民 共 和 国 は 、 そ の 領域 に 在住 する 外国 人 の 
合法 的 権利 と 利益 を 保障 する 」 と 規定 され て いる 。 

元 山 一 金剛 山国 際 観 光 地区 は 特別 経済 地区 と し 
て 、 特 別に 制定 し た 法規 に 基づき 、 こ の 地区 で 投資 家 
に 付与 され た 権利 、 投 資 財産 と 合法 的 な 所 得 は 法 的 保 
護 を 受け る 。 国 家 は 、 授 資 家 の 財産 を 国有 化し た り 接 
収 し た り せ ず 、 や む を え ず それ を 接収 し た り 一 時 的 に 
利用 する 場合 に は 、 事 前 に 投資 家 に 通知 し 、 そ の 他 値 
を 適時 に 十分 に 補償 する よう に し て いる 。 

この 地区 で 投資 家 は 、 自 分 の 権利 や 利益 が 侵さ れ 
た 場合 、 訴 え 、 調 停 、 仲 裁 、 裁 判 な どの 紛争 解決 方 法 
で 法 的 保護 を 受け る こと が で きる 。 仲裁 は 、 紛 争 当 事 
者 の 仲 裁 合意 に よっ て 朝鮮 また は 外国 の 国際 仲裁 機関 
に 提起 し て 解決 する こと が で きる 。 

この 地区 で 投資 家 の 映 辺 安全 は 、 朝 鮮 の 法 に よっ 
て し っ か り 保 護 さ れる 。 


4. 元 山 一 金剛 山国 際 観 光 地 区 に 投資 する 外国 人 投 
資 家 に 対す る 法律 的 特恵 

外国 の 法人 、 個 人 、 経 済 組織 と 海外 同胞 は 、 元 
山 一 金剛 山国 際 観 光 地 区 に 投資 し て 企業 、 支 社 、 事 務 
所 な ど を 設立 し 、 経 済 活動 を 目 由 に 行う こと が で き 、 
土地 の 利用 、 労 働 力 の 採用 、 税 金 の 納付 な ど に お いて 
特恵 的 な 経済 活動 条件 を 保障 され る 。 

イン フラ 建設 部 門 と 先端 科学 技術 部 門 、 国 際 競 争 
力 が ある 商品 と サー ビス を 提供 する 部 門 へ の 投資 を 特 
に 奨励 し 、 奨 励 部 門 に は より 多く の 特恵 を 付与 する 。 

この 地区 で 奨励 部 門 に 投資 する 企業 に は 土地 の 位 
置 選 択 に お いて 優先 権 を 与え 、 一 定 の 期間 、 土 地 の 使 
用 料 を 免除 する 。 

また 、 こ の 地区 で 10 年 以上 運営 する 企業 に は 企業 
所 得 税 を 減免 し 、 利 潤 を 再 投資 する 場合 に は 再 投資 分 
に 相当 する 企業 所 得 税 を 減免 する 。 この 地区 で 企業 所 
得 税 率 は 14%、 奨 励 部 門 の 場合 は 10%% で ある 。 

この 地区 で イン フラ 建設 部 門 に 投資 する 開発 企業 
に は 観光 業 、 ホ テル 業 な どの 有利 な 対象 の 経営 権 取得 
に お いて 優先 権 を 与え 、 開 発 企業 の 財産 と イン フラ の 
運営 に は 税金 を 課さ な い 。 


この 地区 で は 一 般 の 地域 と 異な り 特恵 的 な 関税 制度 
を 実施 し 、 投 資 家 の 建設 用 物資 及び 加工 輸出 用 物資 と 
生活 用 品 、 企 業 の 生産 と 経営 に 必要 な 物資 、 企 業 が 生 
産 し た 輸出 品 に は 関税 を 課さ な い 。 


5. 元 山 一 金剛 山国 際 観 光 地 区 で 外国 人 投資 家 の 経 済 
活動 条件 を 法律 的 に 保障 

外国 人 投資 家 は この 地区 に 投資 し て 合弁 、 
は 単独 で 企業 を 創設 、 
位 を 保障 され る 。 

投資 家 は 貨幣 や 現物 、 財 産 権 に よっ て 投資 する こと 
が で き 、 開 発 、 経 営 に 必要 な 物資 を 地区 内 に 搬入 し た 
り 生産 物 を 地区 外 に 搬出 する こと が で きる 。 

この 地区 で 生産 し た 製品 は 地区 外 の 企業 と 契約 を 
結ん で 地区 外 の 共和 国 の 領域 で 販売 する こと が で き 、 
地区 外 の 企業 か ら 開 発 、 経 営 に 必要 な 原料 、 資 材 、 設 
備 、 物 資 な ど を 購入 する こと が で きる 。 

人 息 家 は 、 こ の 地区 に 投資 する 場合 、 当 該 地 域 の 特 
性 と 開発 条件 に 合い 、 地 区 の 持続 的 発展 に 資す る 合理 
的 な 開発 方 式 を 採用 する こと が で きる 。 

地区 の 管理 は 管理 委員 会 が 行い 、 投 資 家 は 管理 委員 
会 を 通じ て あら ゆる 経済 活動 条件 を 保障 され る 。 

汚 理 委員 会 は 地区 の 管理 に お いて 独自 性 を 持ち 、 地 
区 の 開発 、 管 理 に 必要 な 準則 の 作成 、 投 資 の 環境 づく 
り と 診 致 、 企 業 の 創設 承認 と 登録 、 営 業 許可 、 対 象 建 
設 の 許可 と 竣工 検査 、 対 象 建設 の 設計 文書 の 保存 、 土 
地 利用 権 と 建物 所 有 権 の 登録 、 企 業 の 経営 活動 へ の 協 


合作 また 
運営 する こと が で き 、 平 等 な 地 


カカ 、 イ ン フ ラ と 公共 施設 の 建設 、 経 営 に 対す る 監督 及 
び 協 力 、 環 境 保 護 と 消防 対策 な どの 活動 を 行う 。 

この 地区 で 投資 家 は 土地 を 賃 供する こと が で きる 。 
土地 の 賃貸 期間 は 最高 50 年 間 で あり 、 賃 貸 期 間 が 満了 
すれ ば 企業 の 要求 に 応じ て 賃借 し て いた 土地 を 引き 続 
き 利 用 する こと が で きる 。 

投資 家 は 土地 利用 権 と 建物 を 有効 期間 内 に 譲渡 、 賃 
貸し た り 抵 当 に 入れ る こと が で き 、 そ の 価格 と 賃貸 料 
は 当事者 が 合議 し て 定め る こと が で きる 。 

この 地区 で 企業 間 で 取引 され る 商品 及び サー ビス の 
価格 は 国際 市 場 価格 に 準じ て 当事者 が 合議 し て 定め 、 
投資 家 は 地区 で 外貨 を 目 由 に 搬出 、 搬 入 す る こと が で 
き 、 利 潤 そ の 他 の 所 得 、 財 産 を 地区 外 に 持ち 出す こと 
で きる 。 

この 地区 で 知 的 所 有 権 は 法 的 保護 を 受け 、 定 め る と 
ころ に よっ て 有価 証券 の 取引 を する こと が で きる 。 

投資 家 は 、 通 行 検査 ・ 税 関 ・ 検 疫 機関 か ら 観 光 地 区 
の 開発 と 管理 、 経 済 活動 に 必要 な 人 員 、 運 輸 手 段 の 出 
入 と 物資 の 搬出 ・ 搬 入 を 支障 を きた すこ と な く 保 障 さ 
れる 。 

また 、 こ の 地区 で 企業 は 朝鮮 人 と 外国 人 を 採用 する 
こと が で き 、 国 家 が 定め た 最低 賃金 に 準じ て 賃金 べ ー 
ス を 独 目 に 決め る 権利 を 有する 。 

企業 は 、 必 要 と する 労働 力 を 朝鮮 の 当該 機関 に 要求 
する 権利 、 提 供 さ れ た 労働 力 が その 実情 に 合わ な い 場 
合 は 採用 を 拒む 権利 、 当 該 す る 事由 が 生じ た 場合 は 
働 力 を 解 雇 する 権利 を 保障 され る 。 


朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 
金剛 山国 際 観 光 特 区 法 


2011 年 5 月 31 日 、 最 高 人 民 会 議 常任 委員 会 政令 第 1673 号 と し て 採択 


第 1 章 金剛 山国 際 観 光 特 区 法 の 
基本 


第 1 条 (金剛 山国 際 観 光 特区 法 
の 使 偉 ) 


朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 金剛 山 
(クム ガン サン ) 国 際 観 光 特 区 法 
は 、 金 剛 山 国際 観光 特区 (以下 国際 


負 光 特区 ) の 開発 と 管理 ・ 運 営 に お 
いて 規律 と 秩序 を 確立 し 、 金 剛 山 
を 世界 的 な 観光 特区 と し て 発展 さ 
せる こと に 寄与 する 。 

第 2 条 (国際 観光 特区 の 地位 と 
位置 ) 

国際 観光 特区 は 、 観 光 及 びそ れ 


に 関連 する 経済 活動 を 目 由 に で き 
る 朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 の 特別 
役 光 地区 で ある 。 

国際 観光 特区 に は 、 江 原 ( カ ン ウ 
ォ ン ) 道 高城 (コソ ツン ) 郡 の 高城 邑 、 
温井 (オン ジョ ン ) 里 の 一 部 と 三 日 ( 
サム イル ) 浦 、 海 金 昌 (へ ヘ グ ム ガ ン ) 


地域 、 金 剛 郡 の 内 金剛 ( ネ グ ム ガ 
ン ) 地域 、 通 川 ( ト レン チョン) 郡 の 一 
部 が 含ま れる 。 

第 3 条 (国際 観光 特区 の 発展 原則 ) 
世界 の 名 山 金剛 山 を 国際 的 な 観 
光 特 区 と し て 整 備 す る の は 国家 の 
政策 で ある 。 

国家 は 、 金剛 山 を さま ざま な 
抽 光 の 目的 と 機能 を 果たす こと の 
で きる 総合 的 な 観光 地 と し て 殆 備 
し 、 観 光 を 積極 的 に 発展 させ て い 
くに する 。 

第 4 条 (投資 の 奨励 及び 経済 活 
動 条 件 の 保障 原則 ) 

国際 観光 特区 に は 外国 の 法人 、 
個人 、 経 済 組織 が 投資 する こと が 
で きる 。 

南側 及び 海外 同胞 、 共 和 国 の 当 
該 機関 、 団 体 も 投資 する こと が で 
さる 。 

国家 は 国際 観光 特区 へ の 投資 を 
大 い に 奨 励 し 、 投 資 家 に 特恵 的 な 
経済 活動 条件 を 保障 する 。 

第 5 条 (財産 保護 の 原則 ) 

国家 は 、 投 資 家 が 投資 し た 資本 
と 合法 的 に 得 た 所 得 、 当 人 に 付与 
され た 権利 を 法 的 に 保護 する 。 
(国際 観光 特区 管理 の 担 


第 6 条 
当 者 ) 

国際 観光 特区 の 管理 は 、 中 央 人 金 
剛 山 国際 観光 特区 指導 機関 (以下 国 
祭 観 光 特 区 指導 機関 ) の 統一 的 な 指 
導 の 下 に 金剛 山国 際 観 光 特 区 管理 
委員 会 (以下 国際 観光 特区 管理 委員 
会 ) が 行う 。 

第 7 条 (国際 交流 と 協力 ) 

国家 は 、 国 際 観 光 特 区 の 事業 に 


朝鮮 の 貿易 


関連 し て 国際 観光 機構 、 外 国 の 観 
光 組 織 と の 交流 と 協力 を 強化 する 
NO(C す の 。 

第 8 条 (法規 の 適用 ) 

国際 観光 特区 の 開発 と 管理 、 
往 光 及び 観光 業 そ の 他 の 経済 活動 
は 、 本 法 と 本 法 施行 の た め の 規 
定 、 細 則 に 従っ て 行う 。 


第 2 草 国際 観光 特区 の 管理 
第 9 条 (国際 観光 特区 指導 機関 
の 地位 ) 


国際 観光 特区 指導 機関 は 、 国 際 観 
光 特 区 の 開発 と 管理 ・ 運 営 を 統一 的 
に 指導 する 中 央 指導 機関 で ある 。 


第 10 条 (国際 観光 特区 指導 機 
関 の 任 務 と 権限 ) 

国際 観光 特区 指導 機関 は 次 の よ 
2 な 活動 を 行う 。 

1. 国際 観光 特区 管理 委員 会 の 活 
動 の 指導 


2. 国際 観光 特区 法規 の 施行 細則 
の 作成 

3. 国際 観光 特区 開発 総計 画 の 審 
議 、 承 誰 

4. 対象 建設 設計 文書 の 写し の 受 
付 、 保 管 

5. 国際 観光 特区 の 税務 管理 

6. そ の 他国 家 が 委任 し た 活動 

第 11 条 (国際 観光 特区 管理 委 
員 会 の 地位 ) 

国際 観光 特区 管理 委員 会 は 国際 
役 光 特区 を 管理 する 現地 執行 機関 
で の る 。 

国際 観光 特区 管理 委員 会 の 責任 
痢 は 委員 長 で ある 。 

第 12 条 (国際 観光 特区 管理 委 


員 会 の 任務 と 権限 ) 

国際 観光 特区 管理 委員 会 は 次 の 
よう な 活動 を 行う 。 

1. 国際 観光 特区 開発 総計 画 の 作 
成 及 び 実 行 

2. 向 光 資 源 の 調査 、 開 発 、 管 理 

3. 観光 の 宣伝 と 観光 客 の 募集 、 
観光 の 手配 

4. 国際 観光 特区 に お ける 秩序 の 
維持 、 人 身 及 び 財 産 の 保護 

5. 土地 、 建 物 の 賃貸 

6. 投資 の 誘致 と 企業 の 創設 承 
誰 、 登 録 、 営 業 許可 

7. 土地 利用 権 、 建 物 、 運 輸 機 材 
の 人 交 録 

8. 企業 活動 に 必要 な 労働 力 の 提供 

9. 建設 許可 及び 竣工 検査 

10. 国際 観光 特区 の イン フラ 施 


設 の 管理 
11. 国 際 観 光 特 区 の 環境 保護 、 
消防 対策 


12. 人 員 と 運輸 手段 の 出入 り 及 
び 物 資 の 搬出 ・ 搬 入 へ の 協力 
13. そ の 他国 際 和 観光 特 区 指導 機 
関 が 委 任 し た 活動 

第 13 条 (共同 協議 機構 の 組 
織 、 運 営 ) 

国際 観光 特区 に は 、 国 際 和 観光 特 
区 管理 委員 会 、 投 資 家 、 企 業 の 代 
表 で 構成 する 共同 協議 機構 な ど を 
説 0 は の こと が で きる 。 

共同 協議 機構 は 、 国 際 和 観光 特区 
の 開発 と 管理 、 企 業 の 運営 に お け 
る 重要 な 問題 を 協議 、 調 整 す る 。 
第 14 条 (国際 観光 特区 の 出入 
り 管理 ) 

国際 観光 特区 で は 和 無 査証 制 を 実 


施す る 。 

共和 国 の 領域 外 か ら 国 際 和 観光 
特区 へ 出入 りす る 人 員 と 輸送 手段 
ば は 、 グ の スポート また し それ 代わ 
る 出入 証明 書 が あれ ば 、 指 定 の 通 
路 を 利用 し て 査証 な し に 出入 りす 
の ここ が で き の 。 

共和 国 の 他 の 地域 を 経由 し て 国 
際 和 観光 特区 へ 出入 りす る 秩序 、 国 
際 観 光 特区 か ら 共 和 国 の 他 の 地域 
へ 出入 りす る 秩序 は 別に 定め る 。 
第 15 条 (検査 、 検 疫 ) 

国際 観光 特区 へ 出入 りす る 人 
員 、 動 植物 と 輸送 手段 は 、 通 行 検 
査 と 税関 検査 、 衛 生 及 び 動 植物 検 
疫 を 受け な けれ ば な ら な い 、。 
検査 ・ 検 疫 機関 は 、 国 際 観 光 特 
区 の 安全 と 出入 り に 支障 を きた さ 
な いよ う 検 査 ・ 検 疫 活動 を 科学 技 
術 的 方 法 で 迅速 に 行わ か けれ ば な 
ら な い 。 

第 16 条 (環境 管理 ) 

国際 観光 特区 で は 、 風 致 林 を 伐 
採 し た り 名 勝 、 海 岸 の 松原 、 海 水 
浴場 、 奇 岩 絶 璧 、 優 雅 で 奇妙 な 山 
容 、 景 色 の よい 島 な どの 自然 の 風 
致 や 洞窟 、 滝 、 城 填 な どの 天然 記 
念 物 や 名 勝 ・ 古 跡 を 損なっ た り 、 
環境 保護 に 支障 を きた す 和 建物 、 施 
設 を 建設 し て は な ら ず 、 定 め ら れ 
た 汚染 物質 の 排出 基準 、 騒 音 、 振 
動 基準 な どの 環境 保護 基準 を 守ら 
な けれ ば な ら な い 。 

第 17 条 (通信 手段 の 利用 ) 

国際 観光 特区 で は 、 郵 便 、 電 
本 KN ジグ デック グ クス 。 イシ クー イッ トド 
な どの 通信 手段 を 自由 に 利用 する 


こ を で 0 くき の 。 


第 3 章 観光 及び 観光 サー ビス 


第 18 条 (観光 当事者 ) 
国際 観光 特区 に お ける 観光 は 外 
国人 が 行 2。 


共和 国 の 公民 と 南側 及び 海外 同 
胞 も 観光 を 行う こと が で きる 。 
第 19 条 (観光 の 形式 と 方 法 ) 
鈴 光 は 竜山 や 遊覧 、 海 水浴 、 休 
養 、 体 験 、 娯 楽 、 ス ポー ツ 、 治 療 な 
どき まき さま 形 代 方 計 で 条 う 。 
観光 客 は 国際 観光 特区 内 で 自由 
に 観光 する こと が で きる 。 

第 20 条 ( 入 光 環境 と 条件 の 保障 ) 

国際 観光 特区 管理 委員 会 は 、 観 
光 を 高い 水準 で 行う こと が で きる 
よう 観光 環境 と 条件 を 十分 に 保障 
し な けれ ば な ら な い 。 

第 21 条 (観光 客 の た め の サ ー 
ビス ) 

投資 家 は 国際 観光 特区 で 宿泊 、 
レス トラ ン 、 商 店 、 カ ジノ 、 ゴ ル 
フ 、 夜 間 ク ラブ 、 治 療 、 娯 楽 な ど 
の 観光 サー ビス 施設 を 整え 、 観 光 
2 の だ の の きき さま な サー ビス を 
人 こら の で きる 。 

第 22 条 (国際 的 な 行事 の 開催 ) 
国際 観光 特区 で は 国際 会 議 
博覧 会 、 展 覧 会 、 討 論 会 、 芸 術 公 
演 、 ス ポー ツ 競 技 な ど 多 彩 な 行事 

を 催す こと が で きる 。 

第 23 条 (交通 の 保障 ) 

国際 観光 特区 指導 機関 と 国際 和 観 
光 特 区 管理 委員 会 は 国際 空港 と 港 
湾 、 観 光 鉄 道 、 観 光 道 路 を 建設 し 
て 観光 客 の 交通 の 便 を 図ら な けれ 


ば な ら な い 。 


第 4 章 企業 の 創設 及び 登録 、 運 営 
第 24 条 (企業 の 創設 

投資 家 は 国際 観光 特区 開発 の 
た め の イ ン フ ラ 建 設 部 門 や 旅行 案 
内 、 ホ テル 、 
ノ 、 ゴ ルフ 場 、 娯 楽 ・ 便 益 施 設 な 
どの 観光 業 に 単独 も し く は 共同 で 
投資 し て 、 さ ま ざ ま な 形式 の 企業 
を 創設 する こと が で きる 。 

第 25 条 (国際 観光 特区 開発 総計 


SN グン パク 


画 の 遵守 ) 

国際 観光 特区 の 開発 は 開発 総計 
画 に 従っ て 行う 。 

国際 観光 特区 で イン フラ 建設 
企業 の 創設 を 希望 する 投資 家 は 国 
際 観 光 特 区 開発 総計 画 の 要求 を 守 
ら な けれ ば な ら な い 。 

第 26 条 (企業 創設 の 承認 、 合 
0) 

国際 観光 特区 で 企業 を 創設 、 運 
営 し よう と する 投資 家 は 国際 観光 
特区 管理 委員 会 の 企業 創設 承認 
得 な けれ ば な ら な い 。 

企業 創設 承認 を 得 た 投資 家 は 
所 定 の 期日 内 に 企業 癌 録 と 税務 登 
氏 、 税 関 意 録 を 行わ な けれ ば な ら 
な い 。 

第 27 条 (イン フラ 建設 の 承認 ) 

国際 観光 特区 の 開発 と 管理 ・ 運 営 
の た め の 空 港 、 鉄 道 、 道 路 、 港 湾 、 
発電 所 な どの イン フラ 建設 の 承認 は 
国際 観光 特区 指導 機関 が 行う 。 

空港 、 鉄 道 、 道 路 、 港 湾 、 発 電 
所 な どの イン フラ 建設 部 門 の 投資 
を 特に 奨励 する 。 


第 28 条 (支社 、 代 理 店 、 出 張 所 
の 設立 ) 

国際 観光 特区 に は 支社 、 代 理 
店 、 出 張 所 な ど を 設け る こと が で 
き ⑳。 国際 観光 特区 管 
理 委員 会 の 承認 を 得 な けれ ば な ら 
な い 。 


この 場合 、 


第 29 条 (日 座 の 開設 

企業 と 個人 は 、 国 際 和 観光 特区 内 
に 設立 され た 共和 国 の 銀行 また は 
外国 の 銀行 に 口座 を 開設 し て 利用 
9 の この で きる 。 
、 有 価 証 券 の 取 
引 ) 

企業 と 個人 は 、 国 際 和 観光 特区 内 
の 定め られ た 場所 で 外貨 、 有 価 証 
券 を 取引 する こと が で きる 。 

第 31 条 (保険 加入 ) 

企業 と 個人 は 、 国 際 和 観光 特区 
内 に 設立 され た 共和 国 ま た は 外 
国 の 保険 会 社 の 保険 に 入る こと 
が で きる 。 

第 32 条 (廃水 の 処理 ) 

企業 は 近代 的 な 浄化 場 、 洗 
池 、 ご み 処 理 場 な どの 環境 保護 施 
設 や 衛生 施設 を 整え 、 観 光 と 環境 
保護 に 支障 を きた さ な い よう に 廃 
水 を 浄化 する か 処理 し な けれ ば な 
ら な い 。 


第 5 草 経済 活動 条件 の 保障 

第 33 条 (労働 力 の 採用 ) 

国際 観光 特区 で 企業 は 、 共 和 国 
の 労働 力 と 外国 また は 南側 、 海 外 
同胞 の 労働 力 を 採用 する こと が で 
きる 。 


朝鮮 の 貿易 


国際 観光 特区 に お いて 流通 貨幣 
は 條 換 外貨 と する 。 

分 換 外貨 の 種類 と 基準 貨幣 は 、 
国際 稚 光 特区 指導 機関 が 当該 機関 
と 合議 し て 定め る 。 

第 35 条 (外貨 の 搬出 ・ 搬 入 と 送 
金 、 財 産 の 搬出 ) 

国際 観光 特区 で は 外貨 を 自由 に 
搬出 、 搬 入 す る こと が で きる し 、 
合法 的 に 得 た 利潤 や 所 得 を 送金 す 
0Y で の 。 

投資 家 は 、 経 営 期 間 が 包 ぎ た 
ら 、 外 国 か ら 国際 観光 特区 に 持ち 
込ん だ 財産 や 、 国 際 観 光 特 区 で 合 
法 的 に 得 た 財産 を 共和 国 の 領域 外 
に 持ち 出す こと が で きる 。 

第 36 条 (税金 ) 

国際 観光 特区 で 企業 と 個人 は 当 
該 法規 に 定め られ た 税金 を 納め な 
けれ ば な ら な い 。 

空港 、 鉄 道 、 道 路 、 港 湾 、 発 電 
所 の 建設 な ど 、 特 に 奨励 する 部 門 
の 企業 は 免 各 また は 減税 する 。 

第 37 条 (物資 の 搬出 ・ 搬 入 ) 

国際 観光 特区 で は 、 法 規 に よっ 
て 禁じ られ て いる も の を 除き 、 経 
営 活動 に 関連 する 物資 を 自由 に 搬 
入 、 搬 出す る こと が で きる 。 

第 38 条 (関税 の 免除 及び 央 課 対 
象 ) 

国際 観光 特区 で は 特恵 関税 制度 
を 実施 する 。 

国際 観光 特区 の 開発 と 企業 の 経 
営 に 必要 な 物資 、 投 資 家 に 必要 な 
定量 の 事務 用 品 、 生 活用 品 に は 関 
税 を 課さ な い 。 

関税 免除 対象 の 物資 を 国際 観光 


特区 外 に 売っ た り 、 国 家 が 制限 す 
る 物資 を 国際 観光 特区 内 に 搬入 す 
る 場合 に は 関税 を 課す る 。 

第 39 条 (人 員 、 輸 送 手 段 の 出 
入り と 物資 の 搬出 ・ 搬 入 条 件 の 保 
障 ) 

国際 観光 特区 管理 委員 会 と 当該 
機関 は 、 国 際 観 光 特 区 の 開発 と 企 
業 の 活動 に 支障 を きた さ な い よ 2 う 
に 人 員 、 運 輸 手 段 の 出入 り と 物資 
の 搬出 ・ 搬 入 条 件 を 保障 し な けれ 
ば な ら な い 。 

指定 の 空港 を 利用 し て 国際 観光 
特区 へ 出入 りす る 場合 に は 空港 通 
過 税 を 課さ な い 。 


第 6 章 制裁 及び 紛争 の 解決 

第 40 条 (制裁 ) 

本 法 を 犯し て 国際 観光 特区 の 管 
理 ・ 運 営 や 観光 事業 に 支障 を きた 
し た り 、 企 業 、 個 人 に 彼 害 を 与え 
た 者 に は 、 そ の 程度 に 応じ て 原状 
復旧 また は 損害 補償 を させ る か 浪 
金 を 科す る 。 

共和 国 の 安全 を 侵し た り 社 会 の 
秩序 を 甚だ し く 乱 し た 場合 に は 、 
当該 法 に 基づい て 行政 的 また は 刑 
事 的 責任 を 負わ せる 。 

第 41 条 (紛争 の 解決 ) 

国際 観光 特区 の 開発 や 管理 ・ 運 
営 、 企 業 の 経営 活動 に 関す る 意見 
の 相違 は 、 当 事 者 間 で 協議 の 方 法 
で 解決 する 。 

協議 の 方 法 で 解決 で き な い 場合 
は 、 当 事 者 間 の 合意 に 基づく 仲裁 
また は 共和 国 の 裁判 に よっ て 解決 
の 0 
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濃度 を 有線 及び 無線 で コン 
た め の 装 置 で す 。 
この 分 析 付 は 、 燃 料 及 び 排 気 ガ ス 
害 ガ ス の 漏出 防止 -、 環 境 汚染 ガス の 
性 ガス の 
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水素 化合 物 原子 蛍光 分 析 器 『W:0085-02_381-4410/4416 


E -mail : kut⑳star-co.net. kp 
水素 化合 物 発生 法 と 原子 蛍光 分 析 技 術 を 結合 し た 分 析 『 
器 で 、 食 品 、 飼 料 、 化 粧品 な ど に 含ま れ て いる 重金属 元 
素 を 精確 に 分 析 し ます 。 
仕 欄 


| 測定 元素 | Aspbsn 
検出 限界 (DL)ng/mL 

相対 訓 差 (RSD) 6 

分 析 時 間 : 5-10s ょ 、 


マイ クロ 放電 に よる 表面 合金 禁 置 は 、 合 金 電極 (陽極 ) と 金属 
加工 品 ( 陰 極 ) の 間 に 起 こる 火花 放電 を 利用 し て 金属 加工 品 の 表 
面 に 高い 硬度 と 耐 摩 耗 性 を 持つ 合金 層 を 被覆 する 装置 で す 。 
形成 され た 合金 層 は 下地 の 人 金属 と 金属 学 的 結合 を な す の で 、 
一 般 の 金属 被 二 層 に 比べ て 結合 強度 が 非常 に 高い と 言え ます 。 
金属 や 合金 だ け で な く 、 合 成 材料 に よっ て も 被覆 を 行う こと が 
で き 、 合 金 化 さ れる 表面 は 予備 的 な 準備 を 行う 必要 が あり ませ ん 。 
表面 合金 を 行う 際 、 強 度 が 小さ い 部 品 で も 変形 し ませ ん 。 
s 頻 負 園 半 合金 装置 は 構造 が 簡単 で 扱い や すい で す 。 
981-4410/446 この 装置 は 機械 、 採 掘 、 食 品 、 紡 織 、 化 学 、 建 材 、 自 動車 工業 
EE 部 門 の 工具 と 部 品 の 寿命 を 延ばし 、 各 種 機械 の 部 品 の 再生 加工 に 利 
貞 蘭 翌 2? こ と が で きま す 。 


= デー 


に 3 
9 ' 仕様 

ーー 使用 電圧 : 220V( 交 流 ) 
ニコ 出口 電圧 : 15 て 50V 

放電 電流 : 最大 40A 

最大 出力 : 3kW 

合金 属 の 厚 さ : 10 て 1500m 

合金 層 の 硬度 : 硬 質 合 金 電極 材料 を 利 
用 する 場合 19.5GPa 
Mo 電極 材料 を 利用 する 


場合 14.5GPa 


ーー 


ーー 


nm 


2 ンク 


西山 ホテ ル は 番 鮮 民主 主義 人 民 
共和 国 を 訪問 する 外国 人 観光 客 と 
旅 有 者 り た め り の) ョ = AA 設 9 一 

2 ン ン 0 2 
っ で 、 平 壌 市 万 景 台 区 域 の 青春 通 

り の スポ ー ツ 村 に あり ます 。 

ョ NOO0G の て 0 を 
大 同 江 の 風 致 、 年 中 楽し め る スポ 
ー ク 競技 、 行 き 届 じい た サー ビス は 
52 の OWN ま 6 二 の sli(UC いま す 。 

30 階 引 て で 延 床 面 積 5 万 余 m、 
収容 能力 干 数 白人 の ホテ ル に は 和 客 
琶 、 貧 堂 、 記 念 品 商 店 、 運 動 稚 具 
向 店 、 和 面談 室 、 映 画 館 、 遊 泳 場 な 
2 二 の 0 2 0 


朝鮮 の 罰 易 


SB 
2 の ラシン ニニ ーー ルク) 
備 が 完備 きれ て いま す 。 

食堂 で は 朝鮮 と 世界 の 料理 を 味 
わ う こと が で き 、 記 六部 商議 
開城 高 骨 人 参 、 マ ッ タ タク 、 高 雇 青 
條 、 美 術 品 、 工 芸 昌 を ど 朝 魚の 特 
産物 と 各種 の 記念 品 を 買う こ 訂 が 
きま す 。 

最近 、 時 代 の 要求 に 即 し で 政 築 き 
れ た 西山 ホテ ル は 8 春生 選 間 8 
の サー ビス 、 刑 便 絆 、。』 球 介 語 本 ( 導 
性 を モッ トー と リモ て ぉ 詩 層 に 
昌 詳 半 の レー レー ンプ 


1 

ンジ ンク 
万 京 re 
TEI 還 80- 202 
FAX: 50- 3 


エマ すさ さや * NNt い E 


アコ ー ジ 紀和 能 。 120-13/4 型 120-13/7 型 120-15/5 単 音 型 
旋律 用 鍵 数 4 れ 1 
変 音 器 鍵 数 13 


低音 、 中 青 、 低音 、 中 青 、 
中 苦 、 両 音 中 苦 、 両 音 


域 F1( フ ァ 1) - A 2 寺 9 匠 箇 ( ジ 2 ョ 5 有人 0 ( フ 3) 


内 po ET 
長き X 高 を X 幅 | 525X441X284 (mm) 525X441X284 (mm) 1740 リア >: 


車 さ 12kg 12. 5kg 15. 3kg 


中 | 革 
は 


NM 120-15/5 型 100-0/1 型 
旋律 用 ボタ ン 数 (106) 64 (92) 55 


よー 
に 伯 科 較 中 音 、 

声 部 中 潮 a 馬 局 音 音 、 申 半 
29=GftOFD 
5 (58) 120 (55) 100 

伴奏 用 ボタ ン 数 和音 - 単 音 切 換 型 和音 - 単 音 切 換 型 


ei 
1 
| 


ーー 


平壌 楽器 工場 は 「 ウン バン ウル | プ 
フン 生 の 陣 コ 征 - デ 邊 オオ 泊 と が 次 再 
蘭 ま に 邊 族 貴 て (人 旬 ま 3 介 

抹 旨 りり ク 仙 本 5 動 一 邊 や 0 科 閣 、 座 
ロー を な ど 各 種 の 樹脂 部 品 の 射出 に 全 る 
すべ て の 生産 罰 程 編 流 凡 下 財 な 含 て 想 
り 、 精 細か つっ 精密 を 組み 立て 工程 を 経 
RE 眼 折 の WI 二 一 牙 俺 オ 及 と パ 駅 ン 証 生 
馬 レ て いま | す 呈 

7 ュー テ 導 論 ご 交 12O-1 珍 /4 環 、 憶 0- 
13/ 替 唱 、120-15/ 単 音 型 き パン の 
120-15/5 型 、100-0/1 型 は 世界 各国 に 
輸出 きれ て いま す 。 


mm 


ーー ON 


sm 
本 還 |m。 uim me 
『 | 


Ia 
ゴ | 


= am 
本 = 画 還 。 』 相 mm 


守 
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れ た 直流 電動 機 と 同じ で す 。 
騒音 と 振動 が 非同期 電動 機 に 比べ で て 510dB ホ きい で す 。 
仕様 
定格 出力 
定格 電圧 : 390 V 
定格 電流 : 400A 
定格 回 転 速度 : 835r/min 
最大 回 転 速 度 : 1948r/min 
極 数 : 8 
定格 モメ ント : 1716N・m 
最大 モメ ント : 2574N・m 
効率 : 0.96 
引 ・ 曽 熱 等 級 : H 級 (80 で C) 
重量 : 800kg 


・ 150kKW 


時 謀 


